
  ②技術項目理解のための解説

【Ａ．実践に対する理念の明確化】に関する技術項目
　活動を推進するためには、その活動に対する核となるビジョンや目標を設定したり、実践で価
値をおいていることを意識化したりすることで活動目的や方法が明確になります。

1．ビジョン・目標の設定　
　これらは、事業を継続していく上で、活動のビジョンや目標を設定する時のヒントとなる項目
です。

（1） 住民と関わるあらゆる機会を健康づくりのチャンスと考え、潜在している健康問題がないかどうか意識する

（2）  健康問題発生に影響を及ぼしている地域の生活習慣や生活環境といった生活実態を捉え、事業の必要性を意識する

（3） 事業がもたらす成果を描くことで、活動の必要性を意識する

（4） 住民の立場にたって目指すべき姿を明確にする

（5）  先を見通し、事業において大事とする考え方を明確にする

（6） 保健師として取り組むべきことは何なのかを繰り返し問いかけ考えていくことで、目指すべき姿を明確にする

（1）  日常の会話も含め住民と関わるあらゆる機会を健康づくりの機会と捉えましょう。集中してかか
わることから見守る程度まで、時期に応じて、その機会を変化させていきましょう。顕在してい
る健康問題だけでなく、潜在している健康問題がないかどうか意識しましょう。

（2）  健康問題そのものに視点が向きがちですが、その発生に影響している地域の生活習慣や生活環境
といった生活実態に目を向けましょう。その実態に照らして、担当している事業が必要かどうか
まず点検してみましょう。

（3）  事業がもたらす成果は何かを想定し、明文化してみましょう。成果を明確にしておくことで、担
当事業を含めて関連する活動について、その必要性をあらためて確認することができます。

　　  また、事業の成果を想定する際には、事業で何を目指すのかを明確にすることが大事です。
（4） 上記（3）において、事業で何を目指すのかを明確にする際には、住民の立場に立って、考える

ことが重要です。住民からの意見を聴取しながら、今後の住民や地域の目指すべき姿を明確にし
ましょう。

（5）  （6）5年、10年先のビジョンを持ち、保健師だからこそ何を大事にすべきか考えてみましょう。
少し先の将来に向けて目標を達成するために、公衆衛生看護の立場から保健師として取り組む
べきことは何なのか、繰り返し問いかけ考えていきましょう。
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2．実践で価値をおいていることの意識化　
　これらは、事業を継続していく上で、実践において保健師が価値をおいていることを改めて意
識する項目です。

（7） ライフステージのより早い段階から、健康問題を未然に防ぐことを重視する

（8） 活動を継続していくためには住民との信頼関係づくりが基本であることを意識する

（７）  より若い世代から健康問題への意識をもってもらい、問題を未然に防ぐことを重視しましょう。
若い世代の住民は、健康問題を自分のこととして捉えられないなどアプローチの困難さはありま
すが、各ライフステージに必要な関わりは何かを考えていきましょう。

（８）  住民との信頼関係づくりは活動の原点ですね。所属や部門によっては、住民と直接的な関わり合
いのないところもありますが、住民から相談を受けられるような関係づくりは常に必要です。
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【Ｂ．活動を持続・発展させるための中核となる技術】
　活動の実施方法に関わる直接的な活動技術になります。

3．評価・改善　
　予防活動を持続し、発展させていくためには、漫然と続けるのではなく、活動の評価をし、そ
の結果に基づいて改善していくことが大切です。

（9） 事業実施後、カンファレンスを持ち、改善点を見出し、次の事業へ活かしていくことを繰り返す

（10） 事業対象者の健康課題を継続的に把握し、事業の目的・目標に照らしあわせ、今後の課題を見出す

（11） 事業の取組内容と、問題の実態や最新の知識とを突き合わせながら、目標、対象、方法を変えていく

（12） 部署横断的に検討する場を設けることで、事業を改善する

（9）  事業実施後にカンファレンスを持ち、改善点を見出し、次の事業へ活かすことにとどまらず、そ
れを繰り返していくことで、改善し続けていくことが重要です。

（10） 事業対象者の健康課題は、時代や対象者の状況等により、常に変化をしています。事業の目的・
目標と現在の健康課題を照らし合わせることで、事業の今後の課題を見出したり、把握している
健康課題が現実に沿ったものであるかどうかを確認したりすることが重要です。

（11） 問題の実態は常に変化し、また知見も常に進化しています。よって、事業の取り組み内容を、問
題の実態や最新の知識と突き合わせ、事業の目標･対象･方法を即したものに変えていきましょう。

（12） 事業担当者の所属部署だけではなく、事業に関わる他部署（他課、他部門等）とも一緒に検討す
る場を設けることで、より多角的に事業を捉え、改善していくことができます。
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